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うなものばかりであった。

岡 田 （ 1935 ) も述べているように，オニバスは狭適応 

性の種であるが，その生育地は山地ではなく，平地の水 

域であることからもうかがわれるように，けっして清澄 

な水を好む植物ではない，あ.る程度富栄養化した池沼で 

旺盛に繁茂する種であるといってよい。 しかし，ここに

見たように，富栄養化が極端に進みァオコが発生するに 

いたっては，オニバスの生育も著しく困難になると言え 

そうである。

この度の例は，オニバスの発芽が阻害されたのではな 

く，一旦，水面にまで達していた個体が被害を受けたと 

いう事実にも注目しておきたい。 もっとも，発芽〜幼葉 

期にはアオコは発生していなかったわけであるから，こ 

の発育段階へのァオコの影響はわからない。

なお，この池にオニバスの生育することは浜島繁隆氏 

の調査資料によって知ることができ,た。記してお礼申し 

上げる。
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〇シュナイダ_ 博士の来日

米国サウスウェスト• テキサス州立大学助教授Edwa­

rd S chneider博士がオニバス研究のため来日されました 

世界中のスイレン科（広義）を研究中で，東洋にしかな 

いオニバスを自生地で調査するため日本を訪れられたも 

のです。オニバス群落が次々と消滅している現実を目の 

あたりにして，ずいぶん悲しんでおられましたが， 7 月 

17日から8 月10日まで，京都および神戸に滞在され，精 

力的に野外調査を続けられました。近い将来，その成果 

が形になるものと思われます。 （角野）

(4  P よりつづく）
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